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研究成果の概要（和文）：19 世紀末小説中の音楽的な主題の機能や象徴的意味について考察し
た。社会的・文化的な「過渡期」という意識が人々の心を占めていた世紀末期、リアリズムの
枠を越えた文体の創出や、新しい時代の感性や主体を表現する方法の可能性を探る小説家たち
が音楽という別の芸術ジャンルをいかに模倣し、自らの散文の中に織り込んでいったかを分析
した。 

 

 
研究成果の概要 (英文) By analyzing the functions and the symbolical meanings of 
musical motifs that appear in novels written in English around the turn of the 
nineteenth century, I have explored, how, in the fin-de-siècle period, when people had 
an awareness that they are going through social and cultural transition, the idea of 
music was resorted to, and exploited, in the creation of new, innovative prosaic styles 
for expressing unconventional feelings, emotions and subjectivity of this era. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 19 世紀小説の中の音楽をめぐる歴史的
研究は海外においても 2000 年頃から盛ん
になってきているが、比較的新しい分野で
あるということができ、新たな貢献を行う
ことは十分に可能であると考えた。 

たとえば New woman writer の一人とし
て近年再評価が進められている George 

Egerton の 最 初 の 短 編 集  Keynotes 

（1893）、続いて出された Egerton の他の
短編集、Discords および Symphonies は、
いずれも音楽用語をタイトルとし、音楽に
重要な役割を与えているにも関わらず、こ
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れまで音楽との関わりにおいて彼女の作品
を正面からとらえた批評は見当たらなかっ
た。 

 

 

２．研究の目的 

 

 先行研究によっていまだ十分に扱われて

いない 19 世紀末小説中の音楽的な主題の機

能や象徴的意味を明らかにすることを目指

す。 

 

 

３．研究の方法 

 

研究対象のテキストを国内外の図書館所
蔵の音楽関係の雑誌や美学・心理学の文献
などと比較対照しながら分析をすすめた。 

 

 

４．研究成果 

 

(1) British Library, Bristol 大学図書館、

Glasgow 大学図書館ほか国内外の図書館で

資料の閲覧・収集を行うことができた。 

 

(2) George Moore, George Egerton, George 

Gissing らの作品を中心に分析し、学会口頭

発表および論文の公表を行った。 

 

  2008年度の研究の中心は、英国１９

世紀末の「新しい女」を代表する一人で

あるGeorge Egertonの短編小説群の中

で音楽や音楽的感性がどのような機能

を持つものとして描かれているか、また

その際どのような文体が選択され用い

られているかを検討・分析することであ

った。EgertonのKeynotes, Discordsと

いった短篇集は音楽用語をタイトルと

し、音楽に重要な役割を与えているにも

関わらず、これまで音楽とのかかわりに

おいて彼女の作品を正面からとらえよ

うとした批評がほとんど見当たらない

からである。2008年７月にBristol大学

図書館でEgertonのThe Wheel of Godや

Rosa Amorosaといった文献の閲覧を行

い、７月のThomas Hardy Conference、

９月のThe Third International George 

Moore Conference、2009年３月の

Sound, Silence and Literature 

Symposiumなどの学会で同分野および

近接分野の研究者たちとの意見交換の

機会を持った。  

Sound, Silence and Literature 

Symposium での口頭発表においては、

Egerton の短編小説と George Moore の

小説との比較分析を行った。新しい時代

の行動規範を切り開いていく予言的能力を

登場人物の音楽的感性と結びつけるテー

マの類縁性、および共通した文体上の特

徴から、この二人のアングロアイリッシ

ュ作家のテクストが従来考えられてき

た以上に相互に影響しあい、発展した可

能性について検証を試みた。 

 

2009 年度は 2008 年度に引き続き、
George Egerton の短編小説中で聴覚や音
楽的感性が果たしている機能についての分
析をおこない、その成果を口頭発表として
報告した。またその作業と平行して、
Egerton と並んで英国 19 世紀末の「新し
い女」を代表する１人である Mona Caird

の作品や、同時代の反フェミニズム論者に
よる著作物の収集・分析をすすめた。 

 

グラスゴー大学で行われた IASIL 
2009 年度学会における発表では、聴覚を中
心とした身体感覚や音の動きをたどる
Egerton の語りが、教会や国家など人工
的・文化的に構築された制度により磨耗さ
せられた人間本来の共感能力をどのように
回復しようとしているかについて論じた。
社会・文化を超越した身体的・感覚的な体
験の共有性を重視するEgertonの姿勢に関
しては、従来主にセクシュアリティや肉体
の解放といった面から論じられ、また本質
主義的であり優生学的な面もあるとの批判
がなされてきたが、本発表においては、音
楽的感受性や聴覚を通じた痛みの共有によ
る共感能力の再生という面から短篇集
Symphonies の肯定的な評価を試みた。9

月にアイルランドで出席した「アイルラン
ドと世紀末」学会では、George Egerton

および George Moore にそれぞれ一つのパ
ネルが割り当てられており、これらの作家
が世紀末文化研究の場において重要な位置
を占めていることを再確認することができ
た。 

 

 2010年度には応募時の計画にもとづき、

2011年3月にYork大学で開催された第4回国

際ギッシング学会において、George Gissing

の小説Thyrza (1887)および A Life‟s 

Morning (1888)に描かれる女性の歌い手た

ちについての分析に焦点を当てた発表をおこ

なった。ショーペンハウアーやコントなど、



 

 

ギッシングに深い影響を与えた同時代人たち

の思想に言及しつつ、Thyrzaの女性主人公サ

ーザのもつ音楽的才能には、従来の批評でい

われてきたよりも過激で革新的な要素がある

こと、それによって彼女が、世紀末の「新し

い女」の系譜に属するとみなされうることを

論じ、George EgertonやKate Chopinらの作

品に描かれる美的感性に富んだ女性登場人物

たちとサーザとの間に見られる共通点を指摘

した。今回の学会のテーマが「ギッシングに

おける芸術と芸術家」であったことから、同

様の関心をもつ各国の研究者と、ギッシング

の作品に登場する女性音楽家の身体の描かれ

方に関して有意義な意見交換の機会を持つこ

とができた。 

 

また、2010年5月に東京大学で開催された 

“Digital Romanticisms” 学会では、映画『永

遠のマリア・カラス』を題材に、この作品中

にあらわれるさまざまな声や音楽、機械と身

体をめぐるモチーフがどのような形でE.T.A.

ホフマンなどのロマン派作家の系譜を汲みな

がら、現代的な要素を取り入れて発展したも

のであるかについて論じた。 
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